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Asia Flower Culture 
Association
Asia Flower Culture Association 「一般社団法人アジア花
の文化協会」（以下AFCAと称する）は、3年間で横浜美術
館や京都市国際交流会館でのシンポジウム、4回の日本国
内セミナー、北京での普及事業や中国唐山世界園芸博覧
会への参加などの事業を行ってきました。

URL
日本本部 http://afca.asia/
香港支部 http://www.hkafca.asia 1



◆ 幾何学形体
イギリスで発展したブリテッシュトラディショナルがアメリカではウエスタンスタイルとなり、日本へ
入ってきてから幾何学形体として長い間フラワーデザインの基礎となってきました。装飾的なデザ
インを初めて学ぶとき、この幾何学的な形体は大きな力を発揮します。AFCAフラワーデザイン理
論・48テーマの中に幾何学形体は基本の6テーマを取り入れています。幾何学形体は、現在でも
婚礼装飾や教会装飾、ディスプレーやホテル装飾、日常のアレンジメントなどの装飾的なデザイ
ンには欠かせません。

◆ ドイツデザイン
幾何学形体の後、次に日本に入って来たのはヨーロピアンデザインと呼ばれるドイツデザインで
した。AFCAでは、「イメージした自然の構成」でヨーロピアンデザインの基礎を学び、技巧的・構
造的・形と線の構成法で花の個性を見出す訓練とその個性を表現する造形の方法を学びます。

◆ 日本のいけばなスタイル
日本の「いけばな」はいろんな流派（団体）があり、考え方や理論も異なります。AFCAでは「いけ
ばなスタイル」として全体をつかめるような基礎的な形を学ぶことにしました。

◆ ウエディングブーケコース
ステップアップの中に幾何学形体　 ドイツ・ヨーロピアンスタイル　 AFCAいけばなスタイルの３つ
の考え方に加えて実用的なウエディングブーケコースを設けました。
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認定講座
◆ 基礎科 Basic Course 12テーマ

    初めて花を手にする人が楽しんで興味をもち、基礎を学ぶコース

◆ 本科 Regular Course 12テーマ

    基礎科を修了した人が次の目標を持ち、知識を身に付けるコース

◆ 専科 Special Course 12テーマ

　 自分のデザインを研究し、協会認定講師の資格取得に向けて頑張るコース

◆ ウェディングブーケ科 Wedding bouquet  Course 12テーマ

    ウェディングブーケ技術と知識を取得するコース
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このトレーニングシステムの目的はアジアの国々でのフラワーデザインの技術と知識のよ
り高い向上に貢献し、インストラクターやデザイナー、フロリストとして活躍できる人材を育
てることです。将来はその国の講師がその国の言葉で広めることが大切と考えています。
同じカリキュラムでフラワーデザインを学んだアジアの人々が、お互いの花について語り合
い、アジアの時代と言われる次世代にフラワーデザインで大きな役割を果たしていきたいと
考えています。



AFCA講師
 

AFCAインストラクター

ウエディングブーケ科12
テーマ

基礎科12テーマ

本科12テーマ

専科12テーマ　　

ディプロマ発行料（US$120）

ディプロマ発行料（US$120）

ディプロマ発行料（US$120）

ディプロマ発行料（US$120）

AFCA講師試験　試験料（US $200）
合格書発行料（US$200）

インストラクター登録

年間登録料（US $200）

＊基礎科12テーマ　本科12テーマ　専科12テーマ　ウエディングブーケ科 12テーマをAFCAインストラクターから履修すると協会発行
   の各級のディプロマ（修了証）が授与されます。
＊ウエディングブーケ科だけの履修、ディプロマ取得も可能です。
＊4つのコースすべてを履修後、講師試験を受験することができます。
＊試験に合格するとAFCA講師となります。希望する方には合格証を発行します。（ US$200）
*AFCA講師資格を取得後、インストラクターとして登録すると基礎科、本科、専科、ウェディングブーケ科の単位認定が出来、生徒
 のディプロマ申請や講師試験の申し込みが可能となります。
＊講師は協会が定期的に提供するフラワーデザインレシピの利用やフォローアップ研修会に参加することできます。
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AFCA修了証見
本 Special Course

他に
Basicコース　　　
Regularコース
Wedding Bouquetコース
コースはそれぞれが異なるカラーになります。
修了証には理事長のサインと立体印章にリボンシールを付
ける予定です。
講師認定証は別のデザインになります。

修了証　認定証は金文字いりのケースに入る予定です。
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1977年／第３回インターフローラワールドカップに日本代表として出場。ウェディング部門第３位。

1997年／ドイツエッセンIPM（国際花卉見本市）でアジア代表としてデモンストレーションを行う。

2001年／“Ｂｌｕｍｅｎｓｃｈｕｌｅ（花阿彌ブルーメンシューレ）”を発足。

2006年／韓国、高揚世界花博覧会でデモンストレーションを行う。

2007年／社団法人日本フラワーデザイナー協会（NFD）初代編纂委員長としてヨーロピアン理論を取 り入
れ、NFD理論を構築。新しい資格検定試験、カリキュラムのテキストの出版に尽力する。

2007年／中国上海で開催された花博覧会にて、デモンストレーションとコンテストの審査を行う。

2007年／社団法人日本フラワーデザイナー協会（NFD）理事長に就任（2007/6～2009/5）。

2008年／世界に通用する指導者育成のため、グレゴール・レルシュとともに“International Teachers of 
Floristry（INT）”セミナーをスタートさせ る。

2013年／シンガポールフラワーデザインコンテストの審査員となり、以降毎年審査を行う。

2013年／ベルギーSTICHING社主催のコンテスト“International Floral Art 14/15”の審査を行う。

2015年～一般社団法人アジア花の文化協会理事

２０１５年６月／インターフローラワールドカップ（ベルリン）にて農林水産省の花普及事業としてのワークショップを
行う。 

２０１６年１月／IPMのメインステージで、グレゴ―ル・レルシュらとともにInternational Teachers of Floristry（INT）
デモンスト 

               レーションを行う。 

２０１６年６月／中国北京にてアジア花の文化協会のデモンストレーションを行う。 

２０１７年１１月／スペインにて講習会とデモンストレーションを行う

２０１８年　アジア花の文化協会　マスターインストラクター

現在、花阿彌ブルーメンシューレのレッスンを中心に、世界各地での講演・デモンストレーション等、エネルギッシュ
かつ熱心に指導者の育成に力を注いでいる。

 講師紹介

         久保数政　Kazumasa Kubo

株式会社花阿彌　代表取締役社長・主催

International Teachers of Floristry Japan 運営代表

グレゴール・レルシュ・エディション・アジア代表

公益社団法人日本フラワーデザイナー協会　元理事長

一般社団法人アジア花の文化協会　理事
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1997　技能検定委員功労に対して　滋賀県知事表彰
2012　技能検定委員功労に対して　厚生大臣表彰

1980　The Old Schoolhouse of England 留学（ロナ・コールマン女史に師事）

2001　公益社団法人日本フラワーデザイナー協会公認校開校

2005～2010　公益社団法人日本フラワーデザイナー協会理事

2010～2015　公益社団法人日本フラワーデザイナー協会理事長

2011　World Association of Floral Artistアメリカ世界大会コンテスト審査員

2014  World Association　of Floral Artistsアイルランド世界大会コンテスト審査
員
2015  インターフローラワールドカップ世界大会日本選手権大会審査員

2010～2018　世界らん展フラワーデザインの部審査員

2015　中国北京にてウエディングデモンストレーションとワークショップ

        回渕昌子　Masako Mawaribuchi

株式会社　花治　常務取締役
Masakoフローラルアートスクール主宰
一般社団法人アジア花の文化協会理事長
滋賀県フラワー装飾技能試験首席検定員
公益社団法人日本フラワーデザイナー協会名誉講師
厚生労働省認定1級フラワー装飾技能士
滋賀県職業訓練指導員
いけばな池坊・脇教授准華匡「回渕秀峯」
一般社団法人全国技能士連合会認定　フラワー装飾全技連マイスター NPO法
人日本園芸福祉協会認定　園芸福祉士

現在、他に14名の講師が在籍しています!!
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連携提案一　　　日本で受講する

講習内容 受講地 受講料金 備考

1日目
AM　理論などのレクチャー 札幌、茨城

群馬、東京
京都、滋賀
兵庫、千葉

1人
3日間
US＄1100

①受講料に花資材・テキス
ト代・ディプロマ発行費が含
まれる。
②宿泊費・観光費・空港送
迎費・翻訳費用別。
③香港での受講も可能。

PM　NO1~2レッスン

2日目
AM　NO3~4レッスン

PM　NO5~7レッスン

3日目
AM　NO8~9レッスン

PM　NO10~12レッスン

＊コース修了後観光に行かれる方に事前に旅行案内を提供します。

＊5名以上の受講生の場合の受講料について、個別に検討致します 。
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（3名～5名）



連携提案二　　らくらくレッスン

レッスン内容 会場 受講料金 通訳費用 備考
1日2作品とレクチャー
（5時間程度）
選べる作品テーマいろいろ
プレゼントの花
テーブルを飾る花
お祝いの花
生け花スタイル
ドライフラワー作品
プリザーブドフラワー作品
花束の作り方（ラッピング）
ウェディングブーケ
壁に掛かる花

札幌
秋田
岩手
茨城
群馬
東京
千葉
滋賀
兵庫
徳島
香港

US$400
(花材費　
資料代
含む)

US$50～US$200 2時間1テーマ、
1日2テーマ
なども用意できる！！
気軽にお問い合わせください。

＊教室近くの隠れた観光地の情報を提供しま
す 9

3名～10名



項目 詳細 費用目安 備考

宿泊 ツイン/シングル US$600/人
実際料金になる
朝食付き
温泉旅館・民宿も用意できる

交通
日本国内の移動
空港送迎

US$180/人 商用バン
実際料金になる

お世話役
日本国内の世話
受講通訳
通訳ガイド

US$240/人
　

食費 ２食×６日 US$90/人 　

その他
ビザ申請の協力
ホテル予約
観光計画作成

US$60/人
希望に沿って計画を作成

総計（6日コース） US$1,170/人 　受講料金別

＊電車、バスなどの交通手段も自由に選択できる。

5名様　6日贅沢コース目安表

楽しく観光しよう
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連携提案三　　　講師派遣

コース 講習期間 講師人数 派遣日数 備考

基礎科
ディプロマ

集中 3日

講師2名

5日 ①40名までの受講
生対象とします。
②40名以上の場合
講師を増やします。
41～60名　3名
61～80名　4名
③講習前の2日間
は花資材の準備期
間です。準備がス
クールできるように
なれば、準備期間
は1日でも可能にな
ります。

適度なスケジュール 4日 6日
ダウンシフト 4日×2回 6日×2回

本科
ディプロマ

集中 3日 5日
適度なスケジュール 4日 6日

ダウンシフト 4日×2回 6日×2回

専科
ディプロマ

集中 3日 5日
適度なスケジュール 4日 6日

ダウンシフト 4日×2回 6日×2回
ウェディング・

コース
ディプロマ

集中 3日 5日
適度なスケジュール 4日 6日

ダウンシフト 4日×2回 6日×2回

ディプロマ取得システ
ム
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連携提案三　費用参考表　

＊ ディプロマの費用は開催 2週間前までに協会口座に振り込んで下さい。講習会終了日に手渡します。
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項目 金額 備考

講師料1名　1日 US$400/日 基本的に2名で1日US$800

交通費 飛行機・講師予約・エコなミー 主催者スクール負担

宿泊 ホテル・スクール予約 主催者スクール負担

花資材 講師指定
主催者スクール負担　現地市場調達
資材は事前に調達方法を検討

ディプロマ US$120/1名 受講生全員

通訳1名と世話役
主催者スクールで準備

通訳派遣は協会でも可能 空港送迎　期間の移動送迎　
講習会の世話など

その他の手数料 US$100/1名 資料収集、作成など



連携提案四　デモンストレーション　レクチャ　レッスンへの講師派遣

 Aコース　10名～40名 Bコース　10名～40名 Cコース　100名以上の場合

1日目 AM　講師到着
PM　打ち合わせ　花材確認

Aコースと同じ Aコースと同じ

2日目 AM　市場　デモ準備
PM　レクチャー&デモ

Aコースと同じ 市場　
デモ準備

3日目 AM　レッスン　1作品制作
PM　レッスン　1作品制作

Aコースと同じ デモンストレーション

4日目 講師帰国 AM　レッスン　1作品制作
PM　レッスン　1作品制作

講師帰国

5日目  講師帰国  
講師費用1日 講師1名　助手講師1名　US$1000 講師1名　 助手講師1名　

US$1000
講師1名　助手講師　1名
US$1000

費用 3日間　US$3000 4日間　US$4000 3日間　US$3000
その他の費用 ディプロマコースに準じる ディプロマコースに準じる ディプロマコースに準じる

内容に応じた講師を派遣できます！
お気軽に相談してください！
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